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市民の移動手段となる路線バスの車両の被災を避けるため、保土谷化学工業株式会社、福島交 

通株式会社郡山支社、郡山市がバス車両の退避場所の提供に関する協定を締結します。 

 

 

１ 日 時 １０月７日（月） 午前９時３０分 

２ 場 所 市役所庁議室(本庁舎２階) 

３ 出席者 保土谷化学工業株式会社  

執行役員郡山工場長 村上 康雄 様 

福島交通株式会社郡山支社  

常務執行役員郡山支社 瀬谷 賢次 様 

郡山市長    

   ４ 協定内容  

  バス車両の退避場所の提供に関すること 

     【退避場所】   

              (1)保土谷化学工業株式会社 郡山工場敷地内 

              (2)郡山市         市役所本庁舎駐車場 

開成山公園 

郡山カルチャーパーク ほか市有施設駐車場 

 

 

＜協定締結の経緯等＞ 

   平成 23 年９月 21 日に発生した台風 15 号においては、福島交通株式会社郡山支社のバス車

両が被害を受け、翌日 22 日、23 日には市内の路線バスほぼ全便が運休となりました。 

   被害を受け、翌年、平成 24 年度から福島交通株式会社郡山支社に対し、災害時における市

有施設の提供を行うこととしておりましたが、この度、保土谷化学工業株式会社所有の施設

の一部を提供いただけることとなり、本市を含めた３者において協定を締結することとなり

ました。 

令和元年１０月２日 

郡山市建設交通部 

総合交通政策課 

担当：鈴木 直人 

TEL：９２４－３７２１ 

保土谷化学工業株式会社様、福島交通株式会社郡山支社様と郡山市が 

災害時におけるバス車両退避に関する 

協定を締結します 

 

SDGｓ Goals11 「強靱（レジリエント）で持続可能な都市を実現する」 

ターゲット：11-２ 



 

災害時等におけるバス車両退避に関する協定について 

異常気象による集中豪雨が多発する中で、市民の移動手段となる路線バスの車両

の被災を避けるため、バス車両の退避場所の提供に関し協定の締結を行う。 

協定締結の目的 

１．保土谷化学工業株式会社 代表取締役社長 松本 祐人 

【 本 社 】東京都中央区八重洲二丁目４番１号 

（郡山工場）福島県郡山市谷島町４番５号 

【事業概要】有機 EL 材料・イメージング材料・過酸化水素等の製造 

退避場所 

１．保土谷化学工業株式会社 郡山工場敷地内 

 

２．郡山市     市役所本庁舎駐車場 

開成山公園 

郡山カルチャーパーク ほか市有施設駐車場 

協定締結式 

１．日 時 令和元年 10 月７日（月） 午前９時３０分 

２．場 所 市役所 庁議室 

３．出席者 保土谷化学工業株式会社 執行役員郡山工場長 村上 康雄 様（代理） 

福島交通株式会社郡山支社 常務執行役員郡山支社 瀬谷 賢次 様 

郡山市長 品川 萬里 

協定締結者  

２．福島交通株式会社郡山支社 常務執行役員郡山支社長 瀬谷 賢次 

【郡山支社】福島県郡山市向河原町２番２３号 

（本 社）福島県福島市東浜町７番８号 

【事業概要】地方鉄道・乗合バス・貸切バスの運送事業等 

３．郡山市長 品川 萬里 


